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６．成果の要約 

鹿児島県の早期水稲奨励品種「なつほのか」について、NDVIと生育・収量等の関係を調査した

結果、NDVIは生育診断指標として概ね有効であった。また、昨年度作成した「なつほのか」の 

「幼穂形成期のNDVIに基づく穂肥基準(案)」に従い、幼穂形成期のNDVIを用いた無人ヘリによる

穂肥の可変施肥を行った結果、慣行の穂肥の定量散布に比べ可変施肥による散布区の変動係数は

小さく、可変施肥による生育むらの補正効果が認められ、玄米重は慣行区に比べ同等以上であっ

た。 

７．目 的 

暖地地域の水稲作においても大規模化等に対応した経営の効率化が求められており、

スマート農業に対する期待は大きい。そこで、可変施肥技術との組み合わせで省力的な

安定生産に繋がると考えられる、NDVIに基づく水稲生育予測診断技術について、本県の

奨励品種を供試して評価する。 

８．主要成果の概要及び考察 

（１）幼穂形成期及び穂肥施用 14 日後の SPAD 値と NDVI の相関は強く、草丈、茎数、植被

率を加えた生育量の指標としての数値は概ね相関があり、NDVI は生育診断指標として

概ね有効と思われた。しかし、幼穂形成期の全窒素吸収量と NDVI の関係については相

関が低く更に検討が必要と思われた（表１）。 

（２）幼穂形成期における基肥窒素成分量ごとの NDVI に差はなく植被率も同様であった。

一方従来の生育診断指標の SPAD 値は施肥窒素成分量が増すごとにわずかに大きくなる

傾向で、茎数、草丈×茎数×SPAD 値も同様であった。本年は４月の平均気温が平年に比

べ約１～３℃低く推移しており、初期生育が緩慢であったことが影響していると推察さ

れた（表２）。 

（３）鹿児島県における「なつほのか」の施肥基準「基肥窒素量６ kg/10a＋穂肥窒素量２

kg/10a」に近い「基肥窒素量５kg/10a＋穂肥窒素量２kg/10a」区の収量・収量構成要素

等を基準にすると、概ね基準通りの施肥体系の収量が高いと思われるた。しかし、異な

る基肥窒素施肥成分量の幼穂形成期の NDVI に差が見られなかったことから、幼穂形成

期の NDVI を基準にした判断は判然としなかった。一方、穂肥施用 14 日後の NDVI は概

ね穂肥の窒素施肥成分量を反映しており、ほ場全体のばらつき程度の判定等に利用可能

と思われた（表３）。 

（４）基肥３水準に対し定量の穂肥３水準を施肥したグラデーションほ場を対照とし、NDVI

に基づく基肥３水準に対する穂肥可変施肥を実施し、各区の生育差を変動係数を用いて

検討した結果、幼穂形成期の NDVI に基づく穂肥基準（案）（表４）による穂肥可変施

肥区の千粒重、穂数、全籾数、登熟歩合、玄米重、玄米蛋白含有率の変動係数は、穂肥

窒素成分定量区と比べ最も小さく、可変施肥による生育むらの補正効果を確認できた。

また、玄米重は穂肥可変施肥区が最も重かった。基肥窒素 7kg 区はわずかに倒伏が見ら

れる傾向であった（表５）。 

（５）「なつほのか」において，昨年度作成した「幼穂形成期の NDVI に基づく施肥基準（案）」

に従い、無人ヘリによる穂肥の可変施肥を基肥３水準のほ場に行った結果、定量の穂肥

に比べ玄米重は同等以上で可変施肥による生育むらの補正効果が認められた。 

９．問題点と次年度の計画 

  さらなるデータの蓄積が必要と思われる。 



１０．主なデータ 

表１ 幼穂形成期(5/28)及び穂肥施用 14 日後(6/22)における各項目間の相関係数 

 

表２  基肥窒素成分量別幼穂形成期生育調査結果（5/28） 

 

表３ 施肥窒素成分量別 NDVI(6/22)及び成熟期，収量調査結果 

 

表４ なつほのか穂肥基準（案） 

 

表５グラデーションほ場に対する穂肥の影響 


